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1. はじめに

　部品内蔵技術委員会は，ビルドアップ配線板研究会の
ワーキンググループ (WG)であったプロジェクトが発展し
て，部品内蔵技術委員会 (Device Embedded Substrate Technol-
ogy Committee)となった。当技術委員会の活動目的は，「受
動素子内蔵技術に加え，急速に開発・採用が進んでいるプ
リント配線板への能動素子内蔵技術を中心にさらにWLP・
シリコンサブストレート型 SIP・MEMS・光デバイスなど
の次世代部品の内蔵化技術に対し，その共有できる技術的
課題などの抽出整理，構造や用語を含めた技術標準とロー
ドマップの作成を行い，国内外の規格団体への提案を通じ
認知・普及促進することで，電機・電子業界発展に寄与す
べく広く活動すること」としている。技術委員会および公
開研究会など，1回／月の活動を行っている。2015年 10月
末現在で 61団体，80名が所属している。
　本稿では，部品内蔵技術委員会の新しい活動として技術
展望を研究する「EPADsロードマップWG」および部品内
蔵基板普及に今後期待されるツールを研究する「EPADs 
EDA-WG」の活動を中心に報告する。

2. EPADsロードマップWG活動紹介

2.1	 ロードマップWG設立の背景

　ロードマップWGの第一回会議は 2012年 12月に開催さ
れた。日本に残された先端技術である部品内蔵技術につい
て，将来のどの様な主力製品で使われるのか，どの様な製
品への適用が要望されるのかを意識しまとめる必要性を痛
感していた。部品内蔵技術は，日本にセット企業を残すた
めにも重要な技術であり，またこれを周知していくために
部品内蔵技術が今後どのように有るべきかを指し示す様な
ロードマップ作成が必要と感じ，ロードマップWGを設立
した。
　ロードマップを検討する上で，製品と技術課題の 2つの
視点からみた部品内蔵技術への要求について展開を行なっ
た。
　まずは，製品要求からくる課題について検討した。その

活動は，部品内蔵技術を必要とする製品を想定するため
に，将来期待される機能や製品についてブレーンストーミ
ングを行い整理した。その一例を下表 1に示す。
2.2	 2015 年度版ロードマップ報告会

　2014年 4月に ITRS Package Roadmap Committee Chairの
Bill Bottoms氏と合同会議を開催し，意見交換を行った。
ITRSでは，今後の改訂版に部品内蔵技術のセクションを追
加することを考えており，本WGへの協力要請があった。
これを機に，部品内蔵技術普及への課題検討を加速し，
2015年 7月に 2015年度版の部品内蔵技術ロードマップを
発行するに至った 1)。研究報告会は，7月 30日に回路会館
にて実施し，ロードマップの内容紹介を行なった。まず，
部品内蔵技術ロードマップの概要を報告した。年内には英
語版のロードマップも発行する旨を紹介している。
　まずは，電子機器の動きと今後の展開も含めて Yole 
Researchの CTOである Rozalia Beica氏に特別講演をして頂
いた。2015年度版ロードマップでも，メガトレンドから見

表 1.　将来製品への部品内蔵技術応用
将来望まれる製品 製品機能

非接触疾病検出センザー
五感を活用し，MERS／エボラ出血熱な
どの疾病検知が可能となる。

体脂肪発電
それぞれが持っている体脂肪をつかって
発電する技術で，各所ウェアラブル機器
を起動できる。

非接触危険センサー
五感を活用し，危険ドラッグ，残留農薬，
大気汚染，アレルギー物質，爆薬などを
非接触で察知することができる。

相手の考えを予測する機能
五感を活用し，危険な行動に出そうな人
を予測して見分けることができる。

多機能モード切り替えスーツ

バイオニック・ジェミーのように，人の
手や足を含めた筋肉の力を自在にコント
ロールし，重い物を持ち上げられる，早
く走れる，高い壁を超えられる，飛び降
りられるようになる。

精密五感センシング＆遠隔伝達

同じくバイオニック・ジェミーのように
遠くの音や声を聴くことができ，ピント
を合わせて見ることもできる（千里眼）。
またこれらの感覚をインターネットで送
ることができる。特に匂いや触感も含め
て伝達可能になることにより，擬似体験
が一層豊かになる。
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